
2012年11月1日

発行・日本労働組合総連合会鳥取県連合会
発行人・五十嵐美知義　編集人・田中穂
〒６８０-０８４７　鳥取市天神町３０-５
TEL（０８５７）２６-６６０５・FAX（０８５７）２６-６６１５
E-mail:tottori@mlaa.rengo-net.or.jp
ホームページ: http://www.rengo-tottori.net

講師／中村専務理事講師／中村専務理事講師／中村専務理事

No.11

（9月定例会一般質問）
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団結権、団体交渉権、団体行
動権（争議権）の三つの権利
は、労働組合法で保障されて
いる。

　

五
十
嵐
会
長
は
主
催
者
を
代

表
し
、
本
日
の
セ
ミ
ナ
ー
の
趣

旨
を
述
べ
、「
本
日
学
ん
だ
内
容

を
構
成
組
織
で
実
践
し
活
か
し

て
い
た
だ
き
た
い
。」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
講
師
に
、（
財
）富
士

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
中
村
勝
雄

専
務
理
事
を
迎
え
、「
す
ぐ
に

役
立
つ
労
働
法
」に
つ
い
て
４

人
一
組
み
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

ク
イ
ズ
形
式
で
楽
し
く
学
習
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
受

付
後
入
っ
た
会
場
で
、
事
前
に

グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
い
た
席
次

を
見
て
困
惑
気
味
で
し
た
が
、

講
義
が
は
じ
ま
る
と
、
グ
ル
ー

プ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
和
気
あ

い
あ
い
と
ク
イ
ズ
の
回
答
を
取

り
ま
と
め
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

挙
手
で
回
答
の
正
誤
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
各
質
問
と
回
答
の

注
意
点
、
法
律
の
内
容
等
に
つ

い
て
丁
寧
か
つ
巧
み
な
話
術
で

説
明
い
た
だ
き
、
３
時
間
の
講

義
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
参
加
し
て
良
か
っ
た
。
労
働

法
に
つ
い
て
理
解
が
深
め
ら
れ

た
、
分
か
り
や
す
い
セ
ミ
ナ
ー

だ
っ
た
。
」と
感
想
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
労
働
法
」は
、
労
働
者
に
と

っ
て
は
労
働
条
件
で
す
。
働
き

方
の
ル
ー
ル
で
あ
り
、
労
働
の

良
否
を
判
断
す
る
モ
ノ
サ
シ
と

な
り
ま
す
。
働
き
方
や
職
場
生

活
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
直
接

関
わ
る
ワ
ー
ク
ル
ー
ル
、
労
働

時
間
や
有
給
休
暇
な
ど
基
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

踏
ま
え
た
う
え
で
、
今
一
度

「
労
働
法
」を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

連
合
鳥
取
は
、　
月
６
日（
土
）、中
部
教
育
会
館（
倉
吉
市
）に
て
、組
合
役
員
を
対
象
に「
労
働
法
」に
つ

い
て
知
識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た「
労
組
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。産
別・単
組
役

員
を
中
心
に
約
　
人
が
参
加
し
、　
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、労
働
法
や
労
働
運
動
の
歴
史
に
つ
い
て
の
知
識

を
問
う
　
問
の
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
学
習
し
ま
し
た
。

※詳しくは各地協事務局、
　連合鳥取へお問い合わせ
　ください。

クイズに挑戦！
YES NOでお答えください。

Q1

有給休暇の取得は、原則、使
用者の許可制であるので、申
請をしても認められない場合
がある。

Q2

賃金（給料）は原則定められ
た日に支払われなくてはなら
ないが、経営状況が厳しい場
合は、定められた日から１ヵ
月以内に支払えばよい。

Q3

11月
は 「労働時間適正化キャンペーン」期間です。わたしの仕事、わたしの時間。

みなおします。労使がともに協力し労働時間の短縮を～過重労働、賃金不払残業をなくしましょう～
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45
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Ⅰ. はじめに

Ⅱ. 運動の重点推進事項と特に強化して取り組む事項

すべての働く人、働きたいと思っている人たちのために行動し、
政治や社会への発言力を高め、

連合がめざす『働くことを軸とする安心社会』の実現に向け力強く前進しよう

連合鳥取第20回定期大会
　連合鳥取は「第20回定期大会」を11月22日（木）10時30分から倉吉未来中心・小ホールで開催します。
　2013年度運動方針（案）については、向こう1年間の活動方針として、連合方針を基本に、2012年度運動方針を補
強しています。
　これまで活動の経過を踏まえ、構成組織の英知を結集して一体感ある活動を展開していきましょう。

2013年度運動方針（案）（要旨）

　東日本大震災から１年８ヶ月を経過したが、被災地
の復興は道半ばである。福島原発事故の早期収束、被
災者救済など、生活の安心に繋げていくことが求めら
れている。
　野田政権は「日本再生戦略」を策定し、2020年にむ
けて大震災からの復興と日本の再生、デフレからの脱
却、グリーン/ライフ成長戦略、雇用の創出、社会・経済
を支える人材育成、などを掲げている。待ったなしの
喫緊の課題への取り組みと予算の重点化も含めた大胆
な政策実行が求められている。
　政治動向は「ねじれ国会」で“決まらない政治”が続
いていたが、三党合意により「社会保障と税の一体改
革法案」が成立した。子育て支援、非正規労働者保護
のための法改正、高齢者の雇用確保措置の充実のた
めの法改正など、政権交代によって実現した政策・制度
も数多くあるが、政治の不安定化も進行している。政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

権交代から３年余り、本来の役割を発揮できる政治へ
と向かう努力が求められている。
　鳥取県内は経済情勢の影響を受けて、企業の構造
改革が実施され、労働者の仲間にも雇用不安が発生し
ている。
　連合鳥取は、中小零細企業労働者、非正規労働者な
どの多くが未組織労働者である実態を踏まえ、すべて
の働く者を代表するナショナルセンターとして、組織拡
大によって運動を強化し、連合の「実行力」「政策力」
「社会的影響力」を強めなければならない。より多くの
労働者を組織することにより、「労働運動の社会化」に
つなげていくことが重要である。
　また、「地域に根ざした顔の見える運動」をさらに前
進させ、構成組織・地協との連携を一層強化するととも
に、志を同じくする幅広い人々や組織、団体との連携を
強化し、新年度の運動を力強く展開していく。

Ⅰ．「1000万連合」実現に向けた組織強化・拡大、人材育成の強化、連帯活動の推進による社会的影響力ある労働運動の展開
①県連合一般会計と地協一般会計の連結決算の導入
②連合鳥取組織人員目標32,000人の実現と、連合本部の「1000万連合」実現に向けた、構成組織と連携した取り組みの展開
③地協専従役員による労働相談と、地域活動からの情報収集による組織拡大の展開
④「地協の果たす12の機能」の中の「政策提言機能・政治活動機能・組織拡大機能・交渉機能・中小労組支援
機能」の取り組みによる地域に根ざした顔の見える運動の推進
⑤「働くことを軸とする安心社会」の社会的浸透をめざす「対話集会」の開催
⑥定期大会およびメーデー大会のフォトニュースの発行 
⑦直加盟組織の産別への加盟促進
⑧「地域キャリア教育支援協議会」（仮称）への積極的参画による労働教育の推進
⑨平和学習に関する現地学習会の開催 
⑩「第84回メーデー大会」の開催 《2013年４月28日（日）》

Ⅱ．非正規労働者の仲間づくりと労働条件底上げに向けた社会運動の展開
①非正規労働者、未組織労働者等の労働相談対応強化による組織化・問題解決の促進

Ⅲ．公正と連帯を基盤とする安心社会の構築に向けた政策・制度の取り組み
Ⅳ．労働条件の底上げと社会的横断化の促進とディーセント・ワークの実現 
①県、市町村での公契約条例制定に向けた首長、各級議会に対する要請行動の実施
②改正された「労働者派遣法」「労働契約法」「高年齢者雇用安定法」の周知徹底

Ⅴ．男女平等社会の実現に向けた平等参画の強化
①「連合鳥取第２次男女平等参画推進計画」の見直し

Ⅵ．政策実現に向けた政治活動の強化
①次期国政選挙（第46回衆議院選挙および第23回参議院選挙）に向けての取り組み
・連合の基本方針と選挙対応方針を基本とした、推薦候補者の必勝に向けた連合鳥取
総力を結集しての支援活動の展開
・参議院比例代表選挙での組織内候補者９名の全員当選をめざした取り組み
・比例代表選挙と選挙区選挙の効果的展開

Ⅶ．公正なグローバル化を通じた持続可能な社会の実現に向けた国際活動の強化 
①中国吉林省総工会訪中／中国情勢を慎重に見極めて対応

「労働組合法」ではなく、「日本
国憲法」で保障されている。

クイズに挑戦！の答え
A1

「使用者の許可制」でなく、労働者に
「請求権」があるもの。
使用者にある「時季変更権」は、年休
取得者が殺到して、代替要員の確保
が困難な場合など「事業の正常な運
営を妨げる場合」にのみ適用される。

A2

〈労働基準法第24条〉
賃金は、通貨で、直接労働者に、その
全額を支払わなければならない。また、
毎月一回以上、一定の期日を定めて
支払わなければならない。
※賃金支払の５原則（通貨払の原則、
直接払の原則、全額払の原則、毎月一
回以上払の原則、一定期日払の原則）
を規定したもの。

A3

No

No

No
米子工場の説明

中部 西部東部
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仲間の交流と親睦を！　－鳥取高退連「第18回グラウンドゴルフ大会」を開催－

◇団体戦
　優　勝　自治労（県中部） 252打
　準優勝　情報労連（中部Ａ） 257打 Ｈ2
　第３位　郵政（西部Ａ） 259打

◇個人戦
　優　勝　完井 徹（国公総連） 30打 Ｈ2
　準優勝　小谷 登（情報労連・中部Ａ） 37打 Ｈ1
　第３位　森中喜輝（自治労・県本部Ｂ） 37打
　第４位　池本重喜（情報労連・中部Ａ） 38打 Ｈ1
　第５位　磯江智昭（私鉄総連Ａ） 38打 Ｈ1
　　　　　　　　　※同点の時は2打の数の多い方が上位

《成　　績》（敬称略）

　今大会には、連合鳥取の五十嵐会長より特別に
スポーツドリンクの提供と中国労働金庫・鳥取県労福協・全労済よりそれぞれ特別賞の提供をいただきました。
お礼と感謝をいたします。

　鳥取高退連は10月12日（金）、お台場公園（北栄町）多目的広場において「第18回鳥取高退連グラウンドゴルフ大会」
を開催しました。当日は前日からの雨もやみ、心配していたグラウンドの状態も良好で予定通り開催することができました。
　今大会には、団体20チーム、個人参加を加えると140人の申し込みがあり
ました。当日は128人の参加となりましたが、倉吉地区の開催のため鳥取地
区や米子地区の多くのみなさんにご参加いただくことができ盛大な大会とな
りました。また、開会式には民主党県連代表の湯原衆議院議員にもごあい
さついただきました。
　日頃の練習の成果が発揮でき上位入賞された方もありましたが、前日の
雨で芝の状態が普段と違い、成果が思うように出せずに苦労されている人
も多く見受けられました。大会参加者の最高齢は、郵政退会の稲毛重敏さ
ん（87歳）で打数は45打でした。鳥取高退連の仲間の交流と親睦を深める意義有る楽しい時間を過ごせました。
　今後、ますます高齢化が進む社会に向けて、老後を安心して暮らせる福祉の充実した社会をめざしてお互いに頑
張ることを誓い、再会を約束し散会しました。

働きがいのある人間らしい仕事を求めて
－「ディーセント・ワーク世界行動デー2012」県内３ヵ所で一斉行動」－

労使一体となって労働災害ゼロをめざそう　－「第8回セイフティネットワーク集会」を開催－

　すべての人にディーセント・ワーク
（働きがいのある人間らしい仕事）
が保障される社会基盤整備の必要
性を訴える街頭アピール行動を10月
17日（水）県内３ヵ所（各地協）で
実施しました。
　当日の天候は、風雨によるあいにく
の悪天候でしたが、東部以外は風雨もおさまり少し肌寒い夕暮れの中、各地協十数名の役員が街宣行動に集い、地域の
仕事帰りのみなさんに対し、ディーセント・ワーク社会実現をめざす街頭アピールとディーセント・ワークを訴えることを記
載したチラシやティッシュ配布を行いました。安心と希望につながる社会をつくっていくために、働く仲間との連帯を強化
し団結を強めて行動していくことをマイクを通して力強く訴え、世界行動デー2012の取り組み行動を展開しました。

（寄稿　鳥取高退連中部地区協議会事務局長　宮本秀美さん）

米子工場の説明米子工場の説明米子工場の説明

中部中部中部 西部西部西部東部東部東部

　10月23日（火）、五十嵐会長他執行委員16名が参加し、紙パ連合王子製紙
新労働組合ならびに米子王子紙業労働組合と王子製紙(株)米子工場の労働
安全衛生の取り組みについて学習を深める「第8回セイフティネットワーク集
会」を行いました。 
　最初のオリエンテーションでは、会社紹介ビデオの視聴と、歴史・生産工程等
の説明を受けました。「米子の地に創業開始して60年経過した。今後は“next60”
というコンセプトで新たに地域社会に貢献したい。」と話されました。あわせ
て、王子グループの安全衛生の取り組み方法の説明では、労働災害発生時情
報の共有化や、これまでに発生した事故防止対策と事故後の対策についても
お話しいただきました。 
　続いて行った工場見学は、労働組合役員と会社側から安全衛生室長（労組元支部長）をはじめとするみなさんに
案内いただき、世界を代表する高級塗工紙を一貫生産するラインを見学しました。 
　その後、意見交換会に移り、作業環境などに関して、参加者全員からの質問に丁寧な回答をいただき、活発な意
見交換の場となりました。 
　本集会で学んだ事を構成産別・単組に持ち帰り職場の改善に役立てていきたいと思います。 
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わ
が
国
の
制
度
や
シ
ス
テ
ム
が

大
き
く
変
貌
す
る
転
換
期
に
差
し

か
か
っ
た
▼
キ
ー
ワ
ー
ド
は
言
わ

れ
て
久
し
い
「
平
和
・
人
権
・
安

全
・
安
心
」
に
凝
縮
さ
れ
る
。
高

度
成
長
か
ら
40
年
を
経
た
社
会
イ

ン
フ
ラ
へ
の
安
全
性
、
社
会
保
障

は
今
を
形
成
し
て
30
年
足
ら
ず
で

疲
弊
、
そ
し
て
雇
用
環
境
は
僅
か

20
年
で
様
変
わ
り
、
総
じ
て
大
転

換
を
求
め
ら
れ
る
背
景
は
先
進
国

で
も
稀
で
あ
ろ
う
。
な
か
で
も
戦

後
70
年
を
迎
え
る
「
平
和
の
あ
る

べ
き
姿
」
は
重
要
な
課
題
だ
▼
わ

が
国
は
講
和
条
約
と
と
も
に
安
保

条
約
に
調
印
、
60
〜
70
年
代
に
「
反

安
保
闘
争
」
が
展
開
さ
れ
た
。
当

時
、
反
安
保
は
「
米
国
の
核
の

傘
」
で
再
び
戦
禍
へ
強
制
さ
れ
る

事
態
を
非
難
し
た
行
動
で
あ
っ
た

が
、
当
時
の
吉
田
内
閣
は
安
保
を

堅
持
、
再
軍
事
を
否
定
し
た
（
ら

し
い
）
▼
70
年
の
平
和
を
享
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返
る
こ
と
が
重
要

だ
。
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ヰ
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（9月定例会一般質問）（9月定例会一般質問）（9月定例会一般質問）

◇ＪＡ中央サービス労働組合◇

　ＪＡ中央サービス労働組合は、鳥取中央農業協同組合よ
り農業機械、自動車、石油、ＬＰガスの４つの部門が分社化
され、結成した労働組合です。諸事情により産別に加入していません。現在、連合鳥取に直加盟させていただいています。
　前年7月より新しい執行体制の中、労働組合への加入促進と労働組合員同志のつながりを強くする組織強化に努め、組合結成
時に近い組合員数となったところです。
　次は労働組合としての活動及び組合員の意識向上に取り組み、強化したいと考えているところです。連合鳥取をはじめ、各組
合関係者のみなさまに指導、援助をいただき、次世代にいい形で労働組合を引き継いでもらえる努力をしたいと考えています。

鳥取県議会議員浜 田 妙 子
　9月定例会は10月12日、閉会しました。
　補正予算額は約9億2500万円。みなさんの税金が、生活
に密着した事業に配分されているかどうか確認が必要です。
　また、私所属の委員会で、「地下水保全条例」や「脱法
ハーブから子どもを守るための条例案」が上程されました。
いずれも早期実現が必要な条例です。だからこそ慎重に議
論し、前者は継統審議に、後者は付帯意見が付きました。

鳥取県公式ホームページ〔とりネット〕
http://www.pref.tottori.lg.jp/ のインターネット放送局の
中の「鳥取県議会録画中継」で確認ができます。
是非チェックし、ご意見をお寄せ下さい。

※回答はこの機関紙のどこかにあります。 最高回答率のグループ

※詳しくは各地協事務局、
　連合鳥取へお問い合わせ
　ください。

※詳しくは各地協事務局、
　連合鳥取へお問い合わせ
　ください。

東部地協 「労組対象研修会」
□日　　時
□場　　所
□内　　容

11月10日（土）　9時30分～12時（終了予定）
白兎会館
〇講演／「職場のメンタルヘルス対策」（仮称）
　講師／カウンセリングルーム たいよう
　　　　代表取締役　松田寿一さん

青年委員会 「ユースターレクリエーション」
□日　　時
□場　　所
□内　　容

11月11日（日）　9時30分～昼食後解散
はわい温泉「羽衣」
グラウンドゴルフ＆バーベキュー

中部地協 「自然環境保全活動」
□日　　時

□場　　所
□内　　容

11月17日（土）　10時00分～12時00分
集合／倉吉市役所裏駐車場（10分前）
打吹公園内（椿の平）
〇学習　「秋の打吹山の自然を観察しよう」
　講師／倉吉博物館専門委員　國本洸紀さん 
〇清掃活動

中部地協 「推薦議員との意見交換会」
□日　　時
□参加範囲
□場　　所
□内　　容

11月17日（土）　17時30分～
各単組三役２人以上　地協四役・幹事
倉吉シティホテル
〇単組紹介　〇議員活動報告　〇湯原衆議院議員報告
〇意見交換（国政・地方など）　〇懇親会

青年委員会 
「第22回定期総会」

女性委員会 
「第17回定期総会」

□日時
□場所

12月2日（日） 10時00分～
鳥取県労働会館会議室

□内容 〇2012年度活動報告、会計決算報告、会計監査報告
〇2013年度活動方針（案）、予算（案）、その他

□日時
□場所

12月2日（日） 13時30分～
中部教育会館

　10月14日（日）、南部町議会議員選挙が実施され、連合鳥取が推薦した 石上良夫さんは
当選されました。組合員のみなさまのご支援に心より感謝いたします。

南部町議会議員選挙結果

石上  良夫  （部落解放同盟） ５５１票（推薦）当選

※雨天中止


